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熊本県立大学総合管理学部 澤田研究室

地域づくりに関するアンケート調査

団体の名称

代 表 者 回 答 者

◆ 以下の質問について、あてはまる箇所に丸印をご記入のうえ、同封

の返信用封筒にて平成23年11月30日（水）までにご返送ください。

Ⅰ．貴団体について

１．貴団体の会員数（H23.4.1現在）は何人ですか。あてはまる番号を１つ選んで

丸をつけてください。

１ 10人未満 ２ 10人以上～30人未満

３ 30人以上～50人未満 ４ 50人以上

２．貴団体には事務局がありますか。あてはまる番号を１つ選んでください。

１ ある（専従職員有り） ２ ある（専従職員無し）

３ ない

３．貴団体の収入において一番大きな割合を占めているものは次のうちどれですか。

あてはまる番号を１つ選んでください。

１ 会費・入会金収入 ２ 寄付金収入

３ 行政からの補助金・委託料など ４ 独自事業による収入

５ 民間の助成団体等からの助成金 ６ その他

４．貴団体の活動の主な範囲は次のうちどれですか。あてはまる番号を１つ選んで

ください。

１ 小学校区内 ２ 複数の校区にまたがる地域

３ 自治体全域 ４ 複数の市町村にまたがる地域（振興局内等）

５ 県内全域 ６ その他
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５．貴団体が特に力を入れて取り組んでいる活動分野は次のうちどれですか。あて

はまる番号を１つ選んでください。

１ 保健・医療・福祉 ２ 教育・生涯学習

３ 地域づくり・地域振興 ４ 芸術・文化・スポーツ

５ 環境保全 ６ 防災・防犯・地域の安全

７ 農林業振興 ８ 人権擁護・平和の推進

９ 観光振興 10 その他

６．貴団体の活動において中心的な役割を果たしているのは、次のうちどれですか。

あてはまる番号を１つ選んでください。

１ 男性 ２ 女性 ３ 男女半々くらい

７．貴団体の活動において中心的な役割を果たしている年代は、次のうちどれです

か。あてはまる番号を１つ選んでください。

１ 20代以下 ２ 30代～40代 ３ 50代～60代

４ 70代以上 ５ 各年代が満遍なく活動している

８．貴団体が内部の運営に関して抱える課題で、特に重要と思われるものはどれで

すか。あてはまる番号を最大３つまで選んでください。

１ 活動資金の不足 ２ 運営スタッフの不足

３ 専門知識を持つスタッフ不足 ４ 特定メンバーへの負担の集中

５ 企画力の不足 ６ 活動が不定期

７ 行政への依存体質 ８ 相談相手がいない、相談場所がない

９ 特になし

９．貴団体が外部との関係に関して抱える課題で、特に重要と思われるものはどれ

ですか。あてはまる番号を最大３つまで選んでください。

１ 活動の情報発信の不足 ２ 活動への参加者の不足

３ 活動に対する地域の理解不足 ４ 活動に対する行政の理解不足

５ 活動に役立つ情報の不足 ６ 外部補助金等の情報の不足

７ 地域のニーズの把握困難 ８ 連携・協力できる団体や個人の不足

９ 特になし

10．貴団体が活動するに当たり、行政に対して望むものはなんですか。あてはまる

番号を最大３つまで選んでください。

１ 活動の広報・周知 ２ 資金的援助（補助金等）

３ 施設の援助（施設貸出等） ４ 活動への援助（労力の提供等）

５ 相談・助言の充実 ６ 専門的な研修等の実施

７ 活動に関連する他団体の情報提供

８ 他団体との連携・協力の場の提供

９ 特になし
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11．逆に、行政からはどのようなことが求められていると思いますか。あてはまる

番号を最大３つまで選んでください。

１ 企画力の向上 ２ 専門知識やノウハウの蓄積

３ 団体の組織運営能力の向上 ４ 責任体制の確保

５ 行政依存体質の改善 ６ 行政の制度やルールへの理解

７ 行政の行うイベントとの連携 ８ 他団体との連携

９ 特になし

Ⅱ．他団体との連携について

12．貴団体が活動するに当たって、行政機関以外の他の団体・サークル等と連携し

たことはありますか。あてはまる番号を１つ選んでください。

１ ある ２ ない

13．上の質問で「１ ある」と答えた方にお聞きします。貴団体が他団体と連携す

る場合、その最初の相談は、どのようなきっかけ・方法で行われることが多いで

すか。あてはまる番号を最大３つまで選んでください。

１ 家族・親戚・知人を通じて ２ 自治会・町内会等の寄合で

３ 行政が主催する会合で ４ 行政を通じて紹介（会合以外）

５ 行政以外の団体が主催する会合で

６ 行政以外の団体を通じて紹介（会合以外）

７ もともと他団体のメンバーを個人的に知っている

８ もともと自分が他団体のメンバーを兼務している

９ 他団体の広報誌・チラシ・HP等を見て

10 その他

14．貴団体が普段から連携している他団体の数はどのくらいですか。あてはまる番

号を１つ選んでください。

１ 普段は連携していない ２ 1～2団体

３ 3～4団体 ４ 5団体～9団体

５ 10団体以上

15．貴団体は、これからの活動の中で、どのような団体と連携することが最も必要

だと感じていますか。あてはまる番号を最大３つまで選んでください。

１ 地縁組織（自治会、町内会） ２ ボランティア団体・地域づくり団体

３ 学校（小・中学校、大学等） ４ 子ども会

５ 老人会 ６ 婦人会

７ 民間企業 ８ 商工会・観光協会

９ 行政 10 特になし
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16．貴団体が主な活動をしている自治体には、貴団体と他団体との連携・協力を円

滑にすることを主な目的とする場・仕組みが存在しますか。あてはまる番号を選

んでください。（複数可）

１ 行政が提供する場や仕組みがある

（その名称 ）

２ 行政以外の団体が提供する場や仕組みがある

（その名称 ）

３ ない

17．地域づくり団体の連携・協力を円滑にするための新たな場や仕組みがあれば、

参加したいと思いますか。あてはまる番号を１つ選んでください。

１ 参加してみたい ２ 都合が合えば参加してみたい

３ 参加しようとは思わない ４ 興味がない

Ⅲ．自治体における地域づくり活動について

18．貴団体が主な活動をしている自治体では、地域づくり活動（各種ボランティア

活動を含む）が盛んだと思いますか。あてはまる番号を１つ選んでください。

１ 非常に盛んだと思う ２ ある程度盛んだと思う

３ あまり盛んではないと思う ４ ほとんど行われていないと思う

５ 分からない

19．貴団体が活動している地区、または自治体全体で、活動を進めるうえでの課題

や困っていることがありますか。ご意見をお聞かせください。

20．その課題を解決するにはどうしたら良い、どうだったら良いと思いますか。ご

意見をお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。同封の返信用封筒にてご返送ください。


